
 ７交通・運輸 

 １自動車等の状況 

現状 

 新居浜市における自動車の普及は、１世帯あたり、２．３２台となり、日

常生活における地域間交流は市町村の区域を越えて、ますます増大している。

反面、道路の渋滞、交通事故の増加など交通環境は厳しいものがあり、今後

交差点改良など、広域的な視点での道路改良が必要となる。 

課題 

 現在新居浜市と別子山村を結ぶ交通機関は自動車のみであり、その幹線道

路である新居浜別子山線の整備促進を緊急に図る必要がある。 

効果 



 合併促進のための事業として、県道新居浜別子山線の整備が優先的に促進

されることにより、両地域を結ぶ幹線ルートが確保される。 

 

 ２バスの状況 

現状 

 自動車等の普及により、乗降客数は、減少傾向が著しい。また、改正道路

運送法が平成14年2月1日に施行されるのに伴い、乗合バス事業の需給調整規

制が廃止され、赤字路線からの撤退が自由となるため、生活道の維持確保が

困難になることが懸念されている。特に、平成１３年度からは、広域的・幹

線的な路線以外は国の補助制度がなくなったため、路線の見直し等の根本的

な対策が必要である。 

課題 

 公共交通機関としてバス路線を確保することが課題であるが、そのために

は、補助金による財源手当が必要である。またコミュニティバス導入も含め



た新たな交通手段等について検討する必要がある。 

効果 

 公共輸送機関としてのバス路線の設置は、移動手段の確保と交流の活発化

が促進される。 

 

 ３ＪＲの利用状況 

 

現状 

 バス路線については、新居浜市は、瀬戸内バスの生活路線対策として５路

線、別子山村は、川之江からの１路線が運行されている。 

 自動車の普及により利用者は減少傾向にあるが、近年はほぼ横ばいの状況

である。新居浜駅の利用状況は、定期より定期外の方が多いが、定期利用者

もかなりの割合を占めており、地域間交流の広域化を現している。 

 

 ４駅別停車列車数 

 

 

 

 

 

 

現状 



 新居浜駅において、約１時間間隔で特急は全て停車している。 

 

 ５海上輸送の状況 

現状 

 新居浜港は港務局管理の重要港湾として、利用用途としては、工業用原材

料を中心とした物資の輸送に加え、阪神方面への大型フェリー就航により、

阪神方面への交通拠点として機能している。コンテナ貨物定期も需要が増え

ている。 

 新居浜港から阪神方面へのフェリーが就航し、交通拠点として機能してい

る。 

課題 

 新居浜港からは、阪神方面へのフェリー航路が就航しているが、利用の拡

大を図るために阪神航路以外の新たな航路の開設が必要である。 
 利用促進のために、連絡道路整備の必要がある。 


